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大分県北部のサワガニから見出された

ウエステルマン肺吸虫の有'性生殖型

波部重久宮崎一郎

（昭和56年12月21日受領）
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本邦では関西地方を中心に種々の場所で，ウエステル

マン肺吸虫Ｐαγ`Zgo"2ｍ"smesteγ、α"f(Kerbert，1878）

(以下ウ肺吸虫と略）の有性生殖型が見つかっている．

九州では現在までに久木が，大分市と臼杵市にまたがる

佐賀関半島の基部，九六位山で捕獲されたホンドキツネ

Vi`”CSU"”eS/"o"/Ｃａから本成虫を見い出しただけで

ある（芦沢ら，1980)．著者らは，今回このキツネが取れ

たところから約50kｍはなれた大分県宇佐郡院内町産の

サワガニCeot比ゆ〃Sα此Ａａａ"ｉに，本幼虫が高率かつ

多数寄生しているのを見つけたので報告する．

た．なお，これら170匹のカニの中から50匹を無作為に

選び筋肉も検査したところ，２６匹にみとめられた．その

うち肝臓に幼虫をもつものが18匹，エラには10匹，筋肉

には26匹全部がもっていた．すなわち筋肉にだけみとめ

られたカニが６匹あった．これら26匹のサワガニから集

めたメタセルカリアは総計835で，陽性カニ１匹あたり

平均32.1個，最も多いものでは199をかぞえた．メタセ

ルカリアの寄生部位は，Ｔａｂｌｅｌに示した様に，筋肉に

全体の86.5％，肝臓に7.8％，エラに4.0％であった．

メタセルカリアのシストの計測は，多数寄生のカニか

らのものを除いて行なったところ，Ｔａｂｌｅ２に示した様

に平均361×351川で，虫体内には淡紅色素頚粒はみら

れず，排泄嚢以外は白く透明な感じであった．

つぎにこれらのメタセルカリアをイヌおよびネコに感

染させ，得た成虫の圧平染色標本（Fig.１）では皮練は

単生，卵巣は100個体中６葉に分れたもの（Fig.１）が

８３，４葉のもの（Fig.２）が４，５葉のものが８，７お

よび８葉のもの（Fig.３）がそれぞれ２個体あった．残

りの１個体は，円形の大きな卵巣様の構造を示すものが

６葉に分れた卵巣の反対側に存在していた．このように

今回えた成虫では，かなり高率に卵巣の分葉異常がみら

れたなお，卵巣が体の左側にあるもの48個体，右側の

もの52個体で，左右にほぼ半ばしていた．精巣は，通常

卵巣側のものが６葉，反対側のものが５葉に分れてい

た．しかし，100個体中７個体は分葉数に異常があり，う

ち４個体は卵巣にも分葉異常がみとめられた．この精巣

の分葉異常は，宮崎・波部（1979）がフィリピン肺吸虫

Ｐ・zueStermα"ｺﾞｶﾞﾉ秒伽sMiyazaki,１９７８について述べ

たものとは異なり，単に分葉数が通常より多いか，少な

いかであった．受精嚢および貯精嚢には，ほとんどの虫

材料および方法

検査したサワガニは，1981年５月，周防灘にそそぐ駅

館川の支流，恵良川上流で採集した．場所は，Ａ：川幅

15～20ｍに及ぶ渓谷，Ｂ：渓谷に流れ込む沢，Ｃ：さら

にその沢から分れた小さな流れの３ケ所である．検査

は，カニのエラおよび内臓をガラス板ではさみ，実体顕

微鏡下でメタセルカリアを,一部のものでは筋肉もＨａｂｅ

(1979）の方法にしたがって調べた．得られた幼虫は，計

測するとともにイヌおよびネコに経口投与し，153日か

ら193日後に剖検して，成虫ならびに虫卵を採取し，種

の同定に供した．また一部の虫体については，air-dry‐

ing法による染色体の観察（寺崎・中村，1978）も行な

った．

結果

Ａ，ＢおよびＣ地点のサワガニをそれぞれ29,41およ

び100匹調べたところ，２６（87.7％)，１１（26.8％）およ

び23匹（23.0％）に肺吸虫のメタセルカリアを見出し

福岡大学医学部寄生虫学教室
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TablelDistributionofthebisexuaｌｔｙｐｅｏｆＰａｒａｇｏ"i"zzJsmesZe7ﾉﾉzα"jmetacercariae
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体で多数の精子を認めた．受精嚢に精子がみられない虫

体でも貯精嚢や精巣には多数認められた．

虫卵（Fig.５）は，多くのものは卵形であるが，左右

必ずしも相称ではなく不整形のものもあった．大きさは

100個平均で79.4±５６×43.7±2.0/ｚｍ，卵殼は側部の厚

さが0.7～1.2/z、とやや薄く，無蓋端に顕著な肥厚部を

もつものもあったが，多くは持たないか，あってもきわ

めて軽度であった．

染色体は，成虫の生殖細胞について簡易エアードライ

法で作成したプレパラートを観察したところ，すべて２，

＝２２，，＝11であった（Fig.４)鉦

今回，サワガニからえた肺吸虫は，卵巣と精巣に分葉

数の異常がみられるが，成虫や虫卵の形態的特徴および

染色体数から，ウ肺吸虫の有性生殖型と同定した．

たりのメタセルカリア数は平均５．５および３．３にすぎな

い．今回の調査地は感染率が高く,寄生数も平均で32.1,

最多で199とはるかに多く，本虫のきわめて濃厚な浸潤

地であることがわかった．カニの採集場所をみると，こ

れまでの報告では小さな沢のものに多い様であるが，今

回の調査では沢よりも渓谷と呼ぶべき所のものが高率

に，かつ小さなカニにも良く感染していた．このことか

ら院内町ではこの様な場所で感染が起っているものと推

察された．サワガニにおけるウ肺吸虫有性生殖型メタセ

ルカリアの寄生部位については柴原（1980）の報告をみ

るが，今回のものはそれに比べ筋肉により多く，肝臓に

少ない傾向がみられた．メタセルカリアの大きさは，院

内町産では350βｍ前後のものが多かったが，秋田県西

木村のもの（Table２）は400抑前後，奈良県吉野地方

のものは415×405β、（冨村ら，1980）と報告されてい

る．京都，滋賀，兵庫のものはいずれも450βｍ前後（西

田ら，１９８０；1981a，ｂ，柴原，1980）で今回のものより

１００，ｍも大きい．また著者らが秋田県西木村産のサワ

ガニからメタセルカリアを分離した際，脱嚢しやすいと

いう印象をうけたが，西田ら（198lb）も滋賀県産のも

のはたやすく脱嚢すると述べている．しかし，今回えた

ものにはそのような傾向がみられなかった．すなわち，

これまで本邦で報告されているものに比べて寄生部位，

大きさ，脱曇の難易に差があるように思われた．

考察

本邦ではウ肺吸虫有性生殖型のメタセルカリアが現在

までに，秋田，静岡，三重，福井，石川，滋賀，京都，

奈良，兵庫の諸府県産のサワガニから分離されてきてい

る（宮崎，１９７８；１９８２；西田ら，１９８０；1981a，ｂ，ｃ，冨

村ら，１９８０；斎藤・山下，１９８１；柴原，1980)．しかし，

これらの場所では感染率，感染個数も極めて低く，感染

率の高い兵庫県円山川支流出石川上流（柴原，1980）や

秋田県仙北郡西木村（鈴木ら，1978）でも，カニ１匹あ

(２２）
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現在，本邦産サワガニにはウ肺吸虫の有性生殖型，そ

の単為生殖型＝ペルツ肺吸虫Ｐ.Ｐ"〃o刀ａＺｉｓ（Baelz’

1880)Miyazaki,1978,宮崎肺吸虫Ｐ・ｍｉｙａｚａ賊Ｋａｍｏ，

Nishida,HatsushikaetTomimura，１９６１および佐渡肺

吸虫Ｒｓａａｏｅ"sisMiyazaki,Kawashima,Hamajimaet

Otsuru，1968が寄生している．このうちウ肺吸虫有性生

殖型と宮崎肺吸虫のメタセルカリアの区別について，西

田ら（198lb）は，前者（彼らはウ肺吸虫２倍体としてい

る）には淡紅色の色素穎粒が認められず,500皿に達す

るような大きなものも存在するので，後者と区別するの

は困難であるとしている．しかし，今回の大分県院内町

産のものをみるかぎりでは宮崎肺吸虫よりかなり小さ

い．また宮崎肺吸虫では黄色がかっているが，ウ肺吸虫

有性生殖型のものは白く透明な感じである．カニ体内

におけるメタセルカリアの寄生部位は，宮崎肺吸虫では

心域，肝臓などが中心でエラに見かけることはまずない

が，ウ肺吸虫有性生殖型のものはエラにかなり高率にみ

られる．さらに第１中間宿主の差によると思われるが，

陽性カニの生息場所も多少異なっている．この様な点か

らウ肺吸虫有性生殖型と宮崎肺吸虫とは，ある程度メタ

セルカリアで区別がつくと,思われた．しかし，サワガ

ニに寄生したウ肺吸虫の有性生殖型と単為生殖型では

Table2に示したように，計測値および寄生部位（波部・

寺崎1982）に大きな差がなく，色調も似かよっていて区

別がつかない．

なお，ウ肺吸虫有性生殖型の卵は，単為生殖型のそれ

と大きさや無蓋端の肥厚部などで区別がつく．しかし，

宮崎肺吸虫卵とは類似したものが多いので，注意ぶかい

観察が必要である．

成虫の形態で特記すべき点は，卵巣にかなり高率に分

葉数の異常（Figs､２，３）がみられたことである．すで

に宮崎は1979年４月，国立予防衛生研究所で開かれた

「ウ肺吸虫に関する問題点をめぐって」という討論会

で，秋田県産ウ肺吸虫の卵巣に分葉異常のあることをス

ライドで示した．これらのことを考えると，本邦産ウ肺

吸虫有性生殖型は，卵巣に分葉異常を起こしやすい性質

を持っているのではないかと思われる．ちなみに，精巣

の特有な分葉異常は，宮崎・波部（1979）がフィリピン

肺吸虫にみとめている．

ウ肺吸虫有性生殖型は東南アジアから中国，日本，台

湾，韓国，ソビエトにまで広範囲に認められている．近

年，本種の中に中国ではＰ・zueste7ma,〃(Szechuanva‐

riety）およびＰ・m2ste了加α"〃c〃""e'MChung,Ｘｕｅｔ

Gao，1979，フィリピンではフィリピン肺吸虫などの亜

種や変種が報告されている（ChungandTs'a。,１９６２；

ChungetaZ.，１９７９；宮崎・波部，1979)．本論文で本邦

産ウ肺吸虫有性生殖型は，産地によりメタセルカリアの

大きさがかなり異なること，および卵巣にしばしば分葉

異常があることを明らかにした．これらのことから，ウ

肺吸虫有性生殖型の分類については今後，原産地である

ベンガル地方を含む東南アジアでの本虫に関する研究が

進展した時点で，再検討する必要があると考える．

まとめ

大分県宇佐郡院内町の駅館川の支流，恵良川上流で採

集したサワガニに，ウエステルマン肺吸虫有性生殖型の

メタセルカリアを高率に見出した．少しはカニの肝臓や

エラにも寄生していたが，大部分は筋肉にみられた．こ

れまで本邦で報告されたものよりかなり小さく，成虫の

卵巣にかなり分葉異常をみとめたことは注目に価する．

稿を終るにあたり染色体について御助言いただいた当

教室の寺崎邦生博士および御校閲賜わった木船悌嗣教授

に感謝する．
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■ Abstract j

ON THE OCCURRENCE OF THE BISEXUAL TYPE OF

PARAGONIMUS WESTERMANI (KERBERT, 1878)

FOUND IN INNAI-MACHI, OITA PREFECTURE, JAPAN

Shigehisa HABE and Ichiro MIYAZAKI

{Department of Parasitology, School of Medicine,

Fukuoka University, Fukuoka 814-01, Japan)

Metacercariae of the bisexual type of P. westermani were found in the freshwater crabs,

Geothelphusa dehaani, from 3 localities in an upper stream of the Era River, Innai-machi, Oita

Prefecture. The incidence of the metacercarial infection in the crabs was 23.0 (23/100) to 89.7 %

(26/29). Most (86.5 %) of the metacercariae were found in the muscles of the crabs, and the rest

of them was found in the gills (4.0 %) and in the liver (7.8 %) (Table 1). The averaged size of

the metacercariae was 361X 351 //m (Table 2).

Adults recovered from the experimental cats and dogs usually had the ovary divided into six

lobes. However, the ovary was observed to be abnormally branched into 4, 5, 7 and 8 lobes in

16 of 100 worms examined (Figs. 2 and 3). The chromosome number was 2n = 22 in the sperma-

togonial and the oogonial metaphase of the adult worms (Fig. 4).

In the present paper, Innai-machi, Oita Prefecture, was first recorded as a new distribution

area of the bisexual type of P. xvestermani in the crab in Kyushu.

Explanation of Figures

Figs. 1-5 Bisexual type of Paragonimus westermani.

Fig. 1 Entire adult worm recovered from a dog 183 days after infection with metacer

cariae obtained from Geothelphusa dehaani. Scale : 1 mm. R : Receptaculum se-

minis filled with spermatozoa.

Figs. 2 and 3 Abnormally branchied ovary in mature specimens. 2 : Ovary divided into

4 lobes. 3 : Ovary divided into 8 lobes.

Fig. 4 Chromosomes in the metaphase of a cultured germ cell, prepared by a simple

air-drying technique.

Fig. 5 Eggs. Scale : 50/im.

( 25)
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